
議
員
提
出
第
二
十
八
号
議
案

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
新
た
な
地
域
支
援
事
業
の
導
入
に
係
る
意
見
書

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
視
野
に
、
こ
れ
ま
で
保
険
給
付
と
し
て
実
施
し

て
き
た
介
護
予
防
給
付
の
う
ち
訪
問
・
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
地
域
支

援
事
業
に
段
階
的
に
移
行
さ
せ
、
新
し
い
地
域
支
援
事
業
と
し
て
包
括
的
に
実
施
す
る
方
向
で
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

介
護
予
防
給
付
や
こ
れ
ま
で
の
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
を
進
め
る
た
め
市
町
村
の
現
場

で
要
支
援
者
な
ど
に
対
す
る
取
組
が
進
め
ら
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
の
う
ち
二
割
程
度
は
要
支
援
者
で

あ
り
、
ま
た
、
介
護
予
防
給
付
も
四
千
億
円
を
超
え
る
額
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
予
防
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
予
防
給
付
を
担
う
事
業
所
も
地
域
の
中
で
育
っ
て
き
て
お
り
、
制
度
を
担
う
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
の
急
激
な
制
度
変
更
は
、
現
場
の
事
業
者
や
市
町
村
に
大
き
な
混
乱
を
生
ず
る
こ

と
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
十
分
配
慮
の
上
、
取
組
が
図
ら
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

一

新
た
な
地
域
支
援
事
業
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、市
町
村
の
介
護
予
防
事
業
の
機
能
強
化
の
観
点
か
ら
、

市
町
村
の
現
場
で
適
切
に
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
手
引
書
の
作
成
、
先
進
的
な
事
例
の
周
知
、
説
明
会

や
研
修
会
を
通
じ
た
丁
寧
な
説
明
の
実
施
を
行
う
こ
と
。

二

特
に
、
介
護
予
防
給
付
と
合
わ
せ
て
事
業
実
施
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
、
円
滑
な
事
業

移
行
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
取
組
を
行
う
こ
と
。

三

こ
れ
ま
で
の
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
事
業
費
の
上
限
が
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
た
な
地
域
支
援

事
業
へ
の
移
行
に
伴
い
、
上
限
設
定
に
つ
い
て
適
切
に
見
直
す
こ
と
。
ま
た
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は

市
町
村
の
裁
量
で
自
由
に
取
り
組
め
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

四

新
た
な
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
な
ど
の
基
盤
整
備
が
重
要

で
あ
り
、
こ
う
し
た
市
町
村
に
お
け
る
環
境
整
備
に
合
わ
せ
て
適
切
な
移
行
期
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、

地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
の
た
め
必
要
な
人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
財
源
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
日
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